
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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　出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大
蛇に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）
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　楠木正成（くすのきまさしげ）は永仁2年（1294年）河内の国（現在の大阪府）で産まれました。
元弘元年（1331年）正成は後醍醐（ごだいご）天皇の命により鎌倉幕府打倒に立ち上がり、幕府は滅亡しました。しかし、足利尊氏
（あしかがたかうじ）の反乱によって各地で再び戦闘が勃発します。
　正成は後醍醐天皇に命じられ、足利尊氏の大軍を迎え討つべく、湊川（現在の兵庫県）に向かいますが、正成にとってこの「湊
川の戦い」は”敗北免れない決死の戦”と覚悟して挑んだものでした。
　正成は桜井の駅で11歳の息子・正行（まさつら）に郷里に帰るように申しつけます。しかし、死を覚悟した父の血相を前に正行は
「どうかお供を」と哀願しますが、正成は許さず「生き残って天皇に忠誠を尽くせ」と諭します。
　やがて正成は湊川で敗戦し、弟・正季（まさすえ）は「たとえこの生を終わらせても、人としてこの世に七回生まれ変わって、敵を
倒したい」と願い、兄弟は刺し違えて生を閉じるという物語です。

第一幕『大楠公』（だいなんこう）

飯室神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
　当神楽団は土井泉神社を守護神として、昭和57年に飯室神楽同好会として発足しました。山県舞（矢上系六調子）、高田舞
（阿須那系八調子）の流派の異なる両舞を伝承しております。神社例大祭はもとより、競演（共演）大会、県内外のイベントや
等にも出演させて頂く機会に恵まれ、微力ながら花を添えております。伝統ある郷土芸能を古き先人より学び「情感」ある神
楽を目指しています。我々の神楽が皆様方の生きたエネルギーとなればと願う所存でございます。若者の後継者としての育成
に努め、地域に根ざし、人々の心の故郷となるよう団員一同努めてまいります。
　何卒、温かいご声援、ご指導賜りますようお願い申し上げます。

いむろかぐらだん


